
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“笑顔（SMILE）”でつながれる場所 

副校長  武田  悠 
先日、小笠原村役場産業観光課より１冊の絵本をいただきました。本のタイトルは 

「めぐろ、めぐろ！メグロー」。小笠原諸島だけに生息するメグロをモデルにした主人公 

「メグロー」が島をめぐり、個性豊かな仲間たちとの出会いを通じて改めて小笠原の 

魅力に気づく、「SMILE」をテーマにしたお話です。生徒にも一人一冊ずつ配布され 

たので、すでにお読みになった保護者の方も多いと思います。小笠原村は令和 5年 

3月、新たに小笠原村観光振興ビジョンを策定し、「これまでもこれからも、人も自然 

も笑顔にしてくれる、すべてがある島」という想いを込め、「Ogasawara SMILE  

Tourism」を掲げ、訪れる観光客や村民、そして自然も笑顔（SMILE）になれるよう 

な観光地づくりを行っていて、この絵本も「Ogasawara SMILE Tourism」を楽しみながら知ってもらうために出

版されたそうです。 

 

「自分が住んでいる地域は好きですか？」 

 

５月に行われた村の学力調査における「生活行動・学習活動調査」で、このような質問がありました。小笠原中

学校の生徒の回答はというと…なんと、どの学年でも９０％以上が肯定的な回答をしていました。全国平均が８

０％程度でしたので、本校の生徒が郷土小笠原に対して、非常に高い愛着を示していることが伺えました。私は、

これは本当に喜ばしいことだと感じました。 

急速な技術革新と社会のグローバル化の進展により、将来を見通すことが難しい時代を迎えています。このよう

な時代に、生徒が夢や志を持って生きていくためには、その心身を支える基盤が必要です。私はその一つが郷土

愛だと思っています。なぜならば、子供たちは郷土小笠原の中で成長していて、郷土に対する愛着や誇りを育むこ

とで、子どもたち自身の自信や意欲を生むとともに、人生を歩んでいくうえで重要な視座の確立につながると考え

るからです。また、現在、地域と世界は密接につながっています。郷土を深く学び地域の課題について考えることは、

グローバルな課題解決への大きな端緒にもなると考えます。だからこそ、「郷土に誇りを持つ教育」【小笠原学習】

の意義はますます重要になってきていると思うのです。 

先述の絵本を寄贈していただくにあたり、小笠原村から生徒へ送られた手紙の中に次のようなメッセージがあ

りました。 

「島で暮らすことを選ぶメグローもいれば、世界中を旅しているザトウクジラもいるように、みんな好きなように島と

の関わりを楽しんでいます。ただ、関わり方はそれぞれでも、みんなが“笑顔（SMILE）”でつながれる場所であるこ

と。島っ子の皆さんにとって、そんな風に自慢できる故郷になればいいなあ――。」 

 

目前に迫った小中校連合運動会、来月の硫黄島訪島事業など、この島で育つからこそ味わえる大きな行事、学

びが続きます。生徒が小笠原で学ぶ喜びに触れながら、学校も“笑顔（SMILE）”でつながれる場所でいられる

ように、誠心誠意努力してまいります。 

明日はいよいよ連合運動会。保護者、地域の皆様のご来校を心よりお待ち申し上げます。 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 
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特別支援ブロック研修について  養護教諭・特別支援コーディネーター  

 

「すべての生徒が明るく活き活きと活動できる学校にしたい。」 

それは、生徒、教職員の願いです。今年度の本校の特別支援教育における 

研究主題を「学校のユニバーサルデザイン化を目指して」として、東京都教職 

員研修センター研修部教育開発課 須藤史晴指導主事を講師にお招きして、 

９月１１日（水）に２年１組「理科」、１年１組「音楽」の授業研究を行いました。 

楽しく分かりやすい授業づくりを目指して、教員同士で意見を出し合うととも 

に講師の先生にご指導いただき、効果的な支援を学びました。 

「学校のユニバーサルデザイン化」を進めることは、すべての生徒が安心し 

て学習に取り組むことができる環境を作るとともに、互いを尊重し、支えあって 

成長していく能力を育成することができると考えます。 

人には、得意不得意なことが必ずあります。生徒には、授業や行事の中で、 

互いを認め合い、協力しながら自己の課題と向き合う力を身につけてほしいと 

思います。今回の研修で、すべての生徒が明るく活き活きと活動できる学校を 

目指して、学校のユニバーサルデザイン化を継続、発展させる重要性を感じま 

した。 

 

連合運動会に向けて                     保健体育科  

 

９月２８日（土）の小中高連合運動会に向けて、2 学期から保健体育の授業や放課後に全学年で練習をしてき

ました。運動会実行委員やダンスリーダー、パネル装飾の生徒が力を存分に発揮して、最高の運動会にするため

の準備をしています。ぜひ本番当日、生徒の頑張りを見届けてほしいと思います。 

今年度の紅組団長は    さんと白組団長の    さんとなりました。以下は、各団長２人から運動会への意気込

みです。 

 

【紅組団長 ３年     さん】 

『団長として全体を引っ張っていけるように、声掛けをしたり行動を早くしたりすることを心掛けます。中学校生活最

後の運動会なので、全力で競技に挑み、チームで協力し合い、思い出に残る最高の小中高連合運動会にしましょ

う。また、運動会実行委員会が考えたスローガン「彩～心を１つに校庭彩れ！おが中生！！～」のように、紅組、白組

関係なく心を１つにして校庭を彩りましょう！』 

【白組団長 ３年     さん】 

『運動会に参加する一人の生徒ではなく、中学生の白組団長として、全体を引っ張っていけるよう頑張ります。また、

競技も全力で取り組み、勝ちにこだわっていきたいです。中学生最後の運動会を思い出に残るものにしていきまし

ょう！』 

 

村合同防災訓練                     生活指導部  

 

９月２日（月）に村の防災訓練と合同で避難訓練を行いました。大規模な 

地震の発生、地震に伴う津波を想定した訓練でした。訓練は村のサイレン放 

送により一次避難を行い、その後、体育館の避難所へ移動しました。 

体育館には小学生も避難しており、合同で小学校の西村校長先生の講評 

を聞きました。今年は南海トラフ地震臨時情報が発表されるなど、地震に対す 

る注意が必要となっています。各家庭でもぜひ、災害の時の避難場所や連絡 

方法、防災バッグなどの確認や準備をする機会にしていただければと思います。 

 



道徳授業紹介                                                       

 

「稲むらの火」という題材をもとに道徳の授業を行いました。郷土のために 

尽くした先人の生き方を理解し、自らも地域社会の一員であるという帰属意 

識をもって郷土に貢献しようとする態度を育てるというねらいの授業でした。 

郷土に貢献しようとする態度を育てるという点に焦点を絞り、父島のおすす 

めスポットを白地図に記していき、自分たちだけの観光案内マップを作成しよ 

うという活動となりました。将来島外へ行き、友人を連れて父島の案内をする 

ことをイメージしながら取り組むことができていました。 

 

家庭科授業紹介                                                     

 

家庭科では１年生は調理実習、２年生はMYバッグ製作、３年生は 11月の保育実習に向けて、名札ワッペンの

製作と保育園児との遊びの計画を立てています。授業の中で様々な経験を積み、生活に生かしていけるように取

り組んでいきたいと思っています。１１月には喜多恒介さんというゲストをお招きして、美味しい出汁から豚汁を作

る＆自分のやりたいことを見つけようという自己理解につながるような授業を全学年で計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学級２組紹介                                            

 

２組（知的固定学級）では、個別の授業、通常級との交流授業、小学校特別 

支援学級との交流授業を行っています。個別の授業では、国語や数学、理科、 

社会など行っています。国語ではジェスチャーの意味や動作を説明したコミュニ 

ケーションノートを作成、数学では数字の分解、理科では小笠原の季節ごとの 

植物探し、社会では日本の地理について勉強しています。体育や美術などの教 

科は１組、３組と一緒に行っています。また、毎週金曜日には、小学校特別支援 

学級と合同で自立活動を行っており、様々な学年と交流を行っています。個別の 

授業や交流授業を通して、個々の力を伸ばすための学習を行っています。 

 

特別支援学級３組紹介                                          

 

３組（情緒固定学級）では、国語や数学、英語で個別の授業を行って 

います。国語では、土日にあった出来事を文章にまとめてスピーチしたり、 

月に一度、自分のエピソードをもとに俳句を作成したりしています。英語 

では、シェン先生に個別の授業を行ってもらったり、クイズを交えて英単 

語の学習を進めたりしています。自立活動では、畑でさまざまな作物を 

種から栽培し、自分で時間をかけて育てる楽しさを実感しています。 



 

 

 

お知らせ 

・今月の SC（スクールカウンセラー）の勤務日は、３日・１０日・２４日・３１日です。 

・小中高連合運動会の振替休業日、延期日等にご注意願います。詳しくは連合運動会の開催通知をご

確認ください。 

・１０月２１日（月）は、2年生は硫黄島訪島事業参加の振替休業日となります。 

・１０月２５日（木）は、小中高の教員研修のため、部活動は行いません。 

・１０月３０日（水）は、補食給食（島レモンパウンドケーキ）です。 

第 2回進路説明会について 

先日 BLEND でも配信いたしました通り、今年度２回目の進路説明会を下記の通り実施いたします。

ご多用のこととは存じますが、ぜひこの機会にご出席をいただきますようご案内申し上げます。 

１ 日時  令和６年 10月 18日（金）14：15～ 

２ 会場  図書室 

３ 内容   ・令和７年度入試日程について 

   ・内地受験（公立・私立）と小笠原高校受験の具体的手続きについて 

         ・その他 

   ・質疑応答 

月 火 水 木 金 土 日 

 １○出都民の日 

 自転車安全点検 

役員会・各種委員会 

 

２ 
食育講話 

避難訓練 

３ SC 勤務日 
生徒会朝礼 

役員会・各種委員会・

中央委員会 

４ 
 

５○入  

運動会予備日 

 

６ 

第 2 回 

英検１次 

７ 

生徒会朝礼 
予備日振替休業日 

８○出  

 

９ 

 

１０  

SC 勤務日 

１１ 食育講話 

 
１２○入  

第 2 回数学検定 

PTAブイ・フロー

ト撤去 

１３ 
 

 

１４ 
スポーツの日 
 

１５○出  

学校朝礼 

１６ 
お弁当の日 

芝生の日 

 

１７ 
 

１８ 
進路説明会 

１９○入  

硫黄島訪島事業 

（2 年生） 

２０ 

硫黄島訪島事業 

（2 年生） 

第2回漢字検定 

２１ 
2 年生振替休業日 
三者面談始（3 年生） 

２２○出  

 

２３ 
 

２４ 

SC 勤務日 

２５ 

小中高教科交流会

（部活動なし） 

２６○入  

 

２７ 

２８ 

 
２９○出  

 

３０ 
三者面談終（3 年生） 

補食給食 

３１SC 勤務日 
各種委員会・中央委

員会 

   

１１月の主な予定 

・１１月 １日（金）…安全指導 自転車安全点検     ・１１月 ２日（土）…３年生 V 模擬 

・１１月 ５日（火）～１１月 9 日（土）まで…学校公開（始） 

・１１月 ６日（水）…芝生の日 テスト計画       ・１１月 ８日（金）…笑顔と学びの体験活動プロジェクト 

・１１月 ９日（土）…土曜授業日                        ・１１月１０日（日）…第 2 回英検 2 次 

・１１月１１日（月）…保護者会             ・１１月１２日（火）…お弁当の日 部活動中止（～２０日） 

・１１月１８日（月）…第２回地域懇談会 

・１１月１９日（火）～２１日（木）…2 学期期末考査   ・１１月２４日（日）…ESAT-J 本試験（3 年生） 


